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12
月
１
日
は
、
日
本
で
初
め
て
映
画
が
公
開
さ

れ
た
の
を
記
念
し
て
『
映
画
の
日
』
に
な
っ
て
い

ま
す
。数
あ
る
趣
味
の
一
つ
と
し
て
「
映
画
鑑
賞
」

が
上
げ
ら
れ
ま
す
が
、
か
つ
て
宜
野
湾
市
に
映
画

館
が
あ
っ
た
の
を
御
存
知
で
し
ょ
う
か
。

　
終
戦
後
の
映
画
館
は
、
露
天
で
テ
ン
ト
や
板
囲

い
の
粗
末
な
建
物
か
ら
始
ま
り
ま
し
た
。昭
和
35

〜
36
年
頃
の
宜
野
湾
村
の
人
口
が
約
３
万
人
で
、

近
隣
市
町
村
か
ら
の
買
い
物
客
で
賑
わ
っ
て
い

た
普
天
間
に
は
、
１
９
５
６（
昭
和
31
）年
１
月
に

開
館
し
た
グ
ラ
ン
ド
・
パ
レ
ス
を
始
め
、
普
天
間

琉
映
、
普
天
間
沖
映
、
普
天
間
ス
カ
ラ
座
、
開
放
地

琉
映
の
５
つ
の
映
画
館
と
、
普
天
間
以
外
に
宜
野

湾
劇
場
、
大
謝
名
劇
場
と
２
つ
の
劇
場
が
あ
り
ま

し
た
。

　
当
時
の
映
画
は
、
大
衆
娯
楽
と
し
て
人
気
が

あ
っ
た
の
で
、
グ
ラ
ン
ド
・
パ
レ
ス
で
は
開
館
３

年
目
に
、
こ
の
時
期
本
土
で
も
使
わ
れ
始
め
た

完
全
自
動
制
御
装
置
の
最
新
式
映
写
機
を
、
沖

縄
で
最
初
に
導
入
し
、
全
島
の
映
画
館
主
を
集

め
た
映
写
会
を
行
っ
た
そ
う
で
す
。

　
し
か
し
、
映
画
興
行
も
最
盛
期
を
過
ぎ
る
と
、

レ
ジ
ャ
ー
や
趣
味
の
多
様
化
、
テ
レ
ビ
人
気
に

押
さ
れ
、
１
９
８
０
年
代
ま
で
に
宜
野
湾
市
内

の
映
画
館
は
、
す
べ
て
閉
館
し
て
し
ま
い
ま
し

た
。

　
映
画
の
日
に
は
、
映
画
館
が
あ
っ
た
事
を
知

る
方
も
知
ら
な
い
世
代
も
普
天
間
周
辺
を
散
策

し
な
が
ら
、
そ
の
頃
の
様
子
を
想
像
し
て
み
る

の
も
良
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
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▲放課後の学生達で賑わう
　グランド・パレス1958(昭和33)年

※写真は「写真集ぎのわん」より

▲普天間三叉路近くにあった
普天間琉映(左奥の建物)

1965年制作の
「交通安全之塔」

普天間のアトリエに残る
平和祈念像の原型
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天
井
が
、
見
上

げ
る
よ
う
に
高
い

部
屋
で
、
白
い
ひ

げ
を
生
や
し
た
、

白
い
作
業
服
姿
の

小
柄
な
老
人
が
、

大
き
な
像
を
前
に
、

懸
命
に
作
業
を
し

て
い
る
。
四
〇
〜

五
〇
年
前
に
、
普

天
間
で
そ
ん
な
光
景
を
目
に
し
た
記
憶
の
あ

る
方
も
多
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
こ

の
老
人
は
、
山
田
真
山
（
一
八
八
五
〜
一
九

七
七
）
と
い
う
芸
術
家
で
す
。

　

真
山
は
、
現
在
の
那
覇
市
に
生
ま
れ
ま
し

た
。
幼
少
期
に
父
を
失
い
、
苦
労
の
連
続
で

し
た
。
し
か
し
、
も
と
も
と
手
先
が
器
用
で
、

絵
を
描
く
こ
と
、
物
を
作
る
こ
と
が
得
意
で

あ
っ
た
の
で
、
東
京
美
術
学
校
（
現
在
の
東

京
藝
術
大
学
）
で
彫
刻
と
日
本
画
を
学
び
、

文
部
省
美
術
展
覧
会
や
帝
国
美
術
院
展
覧
会

な
ど
で
入
選
を
重
ね
ま
す
。
さ
ら
に
一
九
二

五
（
大
正
一
四
）
年
に
は
、
一
流
の
画
家
の

作
品
が
展
示
さ
れ
る
明
治
神
宮
聖
徳
記
念
絵

画
館
に
、
首
里
市
が
奉
納
す
る
壁
画
「
琉
球

藩
設
置
」
を
描
く
画
家
に
選
ば
れ
ま
し
た
。

　

真
山
は
戦
後
、
収
容
所
で
の
暮
ら
し
を
経

て
、
普
天
間
に
自
宅
と
ア
ト
リ
エ
を
構
え
、

そ
こ
で
数
々
の
作
品
を
作
り
上
げ
て
い
き
ま

す
。
国
道
五
八
号
伊
佐
三
叉
路
に
建
つ
「
交

通
安
全
之
塔
」、
森
川
公
園
の
天
女
の
レ
リ

ー
フ
は
、
普
天
間
に
移
り
住
ん
だ
真
山
が
、

か
か
わ
っ
た
作
品
で
す
。

　

の
ち
に
真
山
は
、
平
和
祈
念
像
の
制
作
に

取
り
か
か
り
ま
す
。
戦
争
で
息
子
を
亡
く
し

た
真
山
の
、
世
界
平
和
を
祈
念
す
る
思
い
が

込
め
ら
れ
て
い
ま
し
た
が
、
完
成
を
見
る
こ

と
な
く
、
九
二
歳
で
こ
の
世
を
去
り
ま
す
。

そ
の
後
、
真
山
の
遺
志
は
、
お
弟
子
さ
ん
が

受
け
継
ぎ
、
現
在
の
糸
満
市
の
沖
縄
平
和
祈

念
堂
に
安
置
さ
れ
る
「
沖
縄
平
和
祈
念
像
」

と
な
っ
て
実
現
し
た
の
で
す
。

　

あ
り
し
日
に
、
こ
の
宜
野
湾
市
で
制
作
に

励
ん
だ
偉
大
な
芸
術
家
の
、
市
内
に
残
る
足

跡
を
た
ど
っ
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。
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入
館
料
無
料
と
な
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、

　
　
　
　
　
　
　
　
お
気
軽
に
ご
来
館
下
さ
い
。


